
調
査
の
概
要

（
１
）
調
査
名
称
：
国
立
大
学
法
人
等
の
施
設
整
備
に
関
す
る
意
識
調
査

（
２
）
実
施
主
体
：
文
部
科
学
省

（
３
）
調
査
対
象
：
国
立
大
学
法
人
の
長
（
８
６
）
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
の
長
（
４
）
、
国
立
高
等
専
門
学
校

機
構
長
（
１
）

（
４
）
調
査
趣
旨
・
内
容
：

国
立
大
学
法
人
等
の
長
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備
の
評
価
や
今
後
重
点
を

置
き
た
い
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

（
５
）
実
施
期
間
：
平
成

26
年

3月
24
日
か
ら
平
成

26
年

4月
21
日
ま
で

（
６
）
回
収
率
：

10
0%
（
全
９
１
国
立
大
学
法
人
等
か
ら
回
答
）

（
参
考
）
国
立
大
学
等
の
長
を
対
象
と
し
た
施
設
整
備
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
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点
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ⅱ
国
際
化
の
推
進
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能
の
充
実

ⅲ
高
度
な
専
門
職
業
人
の
養
成
や
専
門
教
育
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能
の
充
実

ⅳ
大
学
等
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
教
育
研
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ⅴ
学
生
支
援
や
地
域
貢
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な
ど
大
学
等
の
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踏
ま
え
た
必
要
な
機
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充
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ⅵ
大
学
附
属
病
院
機
能
の
充
実

ⅶ
安
全
な
教
育
研
究
環
境
の
確
保

効
果
が
あ
っ
た

や
や
効
果
が
あ
っ
た

あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た

効
果
が
な
か
っ
た

別
紙
１

１
．
第
１
次
か
ら
第
３
次
ま
で
の
施
設
整
備
５
か
年
計
画
期
間
中
（
平
成

13
年
度
か
ら
現
在
ま
で
）
の
施
設
整
備
に

よ
る
教
育
研
究
等
へ
の
効
果
に
つ
い
て
（
選
択
式
）

（
グ
ラ
フ
中
の
数
字
は
大
学
等
数
を
示
す
。
）

ⅰ
国
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的
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育
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究
拠
点
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の
充
実

ⅱ
国
際
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の
充
実

ⅲ
高
度
な
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門
職
業
人
の
養
成
や
専
門
教
育
機
能
の
充
実

ⅳ
大
学
等
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な
教
育
研
究
機
能
の

充
実

ⅴ
学
生
支
援
や
地
域
貢
献
な
ど
大
学
等
の
戦
略
を
踏
ま
え

た
必
要
な
機
能
の
充
実

ⅵ
大
学
附
属
病
院
機
能
の
充
実

ⅶ
安
全
な
教
育
研
究
環
境
の
確
保

ほ
と
ん
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
、
「
効
果
が
あ
っ
た
」
又
は
「
や
や
効
果
が
あ
っ
た
」
と
の
回
答
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
５
か
年
計
画
期
間
中

の
施
設
整
備
が
教
育
研
究
等
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
「
大
学
附
属
病
院
機
能
の
充
実
」
や
「
安
全
な
教
育
研
究
環
境
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確
保
」
に
つ
い
て
は
、
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
８
割
を
超
え

て
い
る
。

該
当
事
業

な
し
の

大
学
等
数
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ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

）
 

21
ⅳ

学
生

が
集

え
る

場
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

）
 

ⅰ
 多

様
な

利
用

者
が

交
流

す
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
 

満
足

 
や

や
満

足
 

や
や

不
満

 
不

満
 

 
②

保
有

面
積

（
量

）の
満

足
度

 

•
全

て
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

お
い

て
、

「不
満

」又
は

「
や

や
不

満
」と

の
回

答
が

約
５

～
８

割
で

あ
る

。
 

•
前

回
（平

成
21

年
度

）の
調

査
と

比
較

す
る

と
、

 「
満

足
」又

は
「や

や
満

足
」と

の
回

答
が

５
大

学
等

以
上

多
く
な

っ
て

い
る

の
は

（青
字

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

）
、

「
教

育
研

究
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
た

め
の

施
設

（＋
５

大
学

等
）」

、
「附

属
図

書
館

（＋
１

０
大

学
等

）」
、

「学
生

宿
舎

（＋
１

６
大

学
等

）」
で

あ
る

。
 

•
「女

性
研

究
者

の
出

産
、

育
児

と
就

業
の

両
立

に
必

要
な

教
育

研
究

支
援

環
境

」は
、

保
有

な
し

の
大

学
も

多
く
見

ら
れ

た
。

 

教 育 研 究 に 関 す る 施 設  

ⅰ
 新

た
な

教
育

研
究

を
実

施
す

る
た

め
の

施
設

 

H
2
6
 

4
 

H
2
1
 

0
 

ⅱ
 若

手
研

究
者

が
自

立
し

て
研

究
で

き
る

環
境

 

H
2
6
 

4
 

H
2
1
 

4
 

ⅲ
 女

性
研

究
者

の
出

産
、

育
児

と
就

業
の

両
立

に
必

要
な

教
育

研
究

支
援

環
境

 
H

2
6
 

2
8
 

ⅳ
 学

生
の

能
動

的
な

活
動

を
取

り
入

れ
た

授
業

や
、

学
生

の
学

修
時

間
の

増
加

・
確

保
等

の
た

め
に

必
要

な
学

修
支

援
環

境
 

H
2
6
 

4
 

ⅴ
 教

育
研

究
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
た

め
の

施
設

 

H
2
6
 

7
 

H
2
1
 

3
 

ⅵ
 優

れ
た

教
育

研
究

機
能

を
持

つ
世

界
水

準
の

学
術

研
究

の
拠

点
と

な
る

施
設

 

H
2
6
 

2
5
 

H
2
1
 

1
5
 

附
属

図
書

館
 

ⅰ
 教

育
研

究
や

学
生

の
多

様
な

学
修

を
支

援
す

る
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

 
H

2
6
 

2
 

ⅰ
教

育
研

究
を

支
援

す
る

た
め

の
附

属
図

書
館

 
H

2
1
 

0
 

学 生 支 援 に 関 す る 施 設  

ⅰ
 学

生
宿

舎
 

H
2
6
 

1
0
 

H
2
1
 

9 

ⅱ
 留

学
生

宿
舎

 

H
2
6
 

1
3
 

H
2
1
 

8
 

ⅲ
 福

利
厚
生
施
設
（
食
堂
、
課
外
活
動
施
設
等
）

 

H
2
6
 

0
 

H
2
1
 

1
 

ⅳ
 学

生
が

集
え

る
場

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
ペ

ー
ス

）
 

H
2
6
 

0
 

H
2
1
 

3 

外
部

ﾊ
ﾟ

ﾌ
ﾞﾘ

ｯ
ｸ
ｽ

ﾍ
ﾟｰ

ｽ
 

ⅰ
 多

様
な

利
用

者
が

交
流

す
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ペ
ー

ス
 

H
2
6
 

1
1
 

保
有

な
し

の
 

大
学

等
数

 
 

■
前

回
調

査
（H

21
）と

今
回

調
査

（
H

26
）を

比
較
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グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 す る た め の 施 設

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 活 性 化 さ せ る 施 設

地 域 再 生 の 取 組 等 を 活 性 化 さ せ る 施 設

学 生 の 主 体 的 な 学 び の 活 性 化 に 向 け た

多 様 な 学 習 支 援 環 境

大 学 の 個 性 ・ 特 色 を 重 点 化 す る た め の 施

設

世 界 水 準 の 教 育 研 究 拠 点 の 整 備 、 キ ャ ン

パ ス の 国 際 的 競 争 力

医 療 政 策 （ 機 能 分 化 等 ） に 対 応 し た 、 効 果

的 な 病 院 施 設

歴 史 を 継 承 す る た め の 施 設

老 朽 化 対 策 （ 長 寿 命 化 、 安 全 性 確 保 、 機

能 回 復 等 ）

狭 隘 化 の 解 消

防 災 機 能 の 強 化

地 球 温 暖 化 対 策 へ の 一 層 の 貢 献 、 次 世 代

の 社 会 の モ デ ル と し て の 活 用

教 育 研 究 機 能 の 活 性 化 ・ 集 約 化 等 に 資 す

る 改 築

障 害 の あ る 学 生 、 地 域 住 民 、 女 性 研 究 者

等 の 多 様 な 利 用 者 へ の 配 慮

パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス ・ キ ャ ン パ ス 整 備 の 充

実

福 利 厚 生 施 設 等 の 充 実

３
．
（
１
）
①
今
後
、
中
長
期
的
※
に
重
点
を
置
き
た
い
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
（
自
由
記
述
）

※
次
期
施
設
整
備
５
か
年
計
画
期
間
以
降
（平
成

28
年
度
以
降
）

（
グ
ラ
フ
中
の
数
字
は
大
学
等
数
を
示
す
。
）

グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 等 を 活 性 化 さ せ る

施 設
イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 活 性 化 さ せ る 施 設

地 域 再 生 の 取 組 等 を 活 性 化 さ せ る 施 設

学 生 の 主 体 的 な 学 び の 活 性 化 に 向 け た

多 様 な 学 修 支 援 環 境

大 学 の 強 み ・ 特 色 を 重 点 化 す る た め の

施 設
世 界 水 準 の 教 育 研 究 拠 点 の 整 備 、 キ ャ

ン パ ス の 国 際 的 競 争 力 の 強 化

医 療 政 策 （ 機 能 分 化 等 ） に 対 応 し た 、 効

果 的 な 病 院 施 設

歴 史 を 継 承 す る た め の 施 設

老 朽 化 対 策 の 推 進 （ 長 寿 命 化 、 安 全 性

確 保 、 陳 腐 化 し た 施 設 機 能 の 改 善 等 ）

狭 隘 化 の 解 消

防 災 機 能 の 強 化

地 球 温 暖 化 対 策 へ の 一 層 の 貢 献

教 育 研 究 機 能 の 活 性 化 ・ 集 約 化 等 に 資

す る 改 築

障 害 の あ る 学 生 、 地 域 住 民 、 女 性 研 究

者 等 の 多 様 な 利 用 者 へ の 配 慮

パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス ・ キ ャ ン パ ス 整 備 の

充 実
学 生 支 援 の た め の 福 利 厚 生 施 設 等 の

充 実

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
に
重
点
を
置
き
た
い
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
あ
っ
た
。
老
朽
化
対
策
や
学
修
支
援
環
境
、
大
学

の
強
み
・
特
色
を
重
点
化
す
る
た
め
の
施
設
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
重
点
を
置
き
た
い
と
い
う
回
答
も
多
く
見
ら
れ
た
。

【
回
答
の
例
】

•
日
本
人
と
外
国
人
留
学
生
・
研
究
者
等
を
結
び
つ
け
る
共
修
環
境
の
提
供
を
可
能
と
す
る
整
備
が
必
要
。

•
海
外
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
誘
致
の
た
め
の
研
究
拠
点
整
備
。

•
地
域
連
携
・
地
域
貢
献
の
推
進
及
び
産
学
官
・
社
会
連
携
を
目
的
と
し
た
地
域
連
携
教
育
研
究
拠
点
施
設
の
整
備
。

•
本
学
で
は
、
実
学
を
活
用
し
た
教
育
方
法
の
改
善
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
設
備
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
で
、
既
存
の
講
義
室
の

改
修
を
行
い
、
学
生
の
主
体
的
学
び
の
拠
点
施
設
で
あ
る
図
書
館
と
の
一
体
的
利
用
を
進
め
た
い
。

•
本
学
の
重
点
的
な
分
野
で
は
、
研
究
開
発
や
治
療
の
高
度
化
や
海
外
研
究
室
の
招
聘
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
人
員
増
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
の
突
出
し
た
も
の
を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の
教
育
研
究
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い
る
。

•
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
推
進
を
目
的
と
し
た
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
施
設
の
整
備
。

•
高
度
で
質
の
高
い
先
進
医
療
の
実
践
に
対
応
で
き
る
大
学
附
属
病
院
整
備
。

•
本
学
が
保
有
す
る
、
地
域
社
会
の
活
性
化
や
、
文
化
・
芸
術
等
の
中
核
拠
点
と
な
る
国
指
定
重
要
文
化
財
等
の
利
活
用
を
推
進
・
強
化

す
る
た
め
、
耐
震
補
強
を
含
め
た
修
繕
計
画
を
進
め
て
い
く
。

•
老
朽
化
対
策
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
改
善
の
他
、
省
エ
ネ
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
対
策
へ
の
対
応
が
不
十
分
。

•
陳
腐
化
・
硬
直
化
し
た
施
設
機
能
の
質
的
改
善
。

•
災
害
時
に
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
り
、
学
生
や
職
員
が
交
流
で
き
る
広
場
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
。

•
多
種
多
様
の
人
間
が
大
学
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ
レ
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
充
実
し
、
安
全
安

心
な
施
設
造
り
を
目
指
す
。

•
学
生
が
集
え
る
場
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
が
、
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
そ
の
施
設
の
充
実
を
図
り
た
い
。

•
福
利
厚
生
・
課
外
活
動
施
設
の
整
備
を
実
施
し
、
学
生
の
体
育
・
文
化
活
動
環
境
の
向
上
を
推
進
し
た
い
。

＜
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の
回
答
の
例
＞

•
老
朽
化
・
狭
隘
化
が
著
し
く
、
教
育
研
究
活
動
に
機
能
面
等
で
問
題
の
あ
る
施
設
の
改
善
整
備
を
推
進
。

•
学
生
寄
宿
舎
の
整
備
充
実
：
施
設
の
著
し
い
老
朽
化
・
狭
隘
化
に
よ
り
安
全
面
や
機
能
面
に
お
い
て
支
障
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
学
生
寄

宿
舎
で
の
生
活
、
学
習
を
通
じ
た
教
育
寮
と
し
て
の
居
住
環
境
の
改
善
の
た
め
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
女
子
学
生
の
受
入
拡
大
や

広
域
か
ら
の
入
学
者
の
増
加
、
並
び
に
留
学
生
の
受
入
や
国
際
交
流
施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
整
備
を
推
進
。
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３
．
（
１
）
②
効
果
的
、
効
率
的
に
教
育
研
究
の
場
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
今
後
、
他
大
学
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
行
い
た
い
施
設
の
共
同
利
用
、
借
用
の
取
組
に
つ
い
て
。
（
自
由
記
述
）

【
回
答
の
例
】

【
他
大
学
と
の
共
同
大
学
院
の
設
置
等
に
伴
う
施
設
の
共
同
利
用
等
】
１
４
大
学
等

•
共
同
大
学
院
設
置
構
想
の
大
学
間
連
携
に
よ
り
、
生
活
工
学
系
の
建
物
を
共
同
で
利
用
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

•
東
海
北
陸
地
区
国
公
私
立
大
学
連
携
に
よ
る
共
同
図
書
館
の
構
築
。

【
サ
テ
ラ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
】
９
大
学
等

•
栃
木
県
と
県
内
８
大
学
で
進
め
て
い
る
「
と
ち
ぎ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
講
義
し
て
い
る
。

こ
れ
を
駅
近
く
の
民
間
施
設
等
を
使
い
共
同
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
い
受
講
者
の
利
便
性
を
図
る
こ
と
を
計
画
中
。

•
ま
な
び
直
し
の
場
の
強
化
（
大
学
の
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組
）
へ
の
対
応
と
し
て
、
利
便
性
の
良
い
場
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
の
講
義
室
、
図

書
館
、
研
究
室
な
ど
を
確
保
し
た
い
。

【
地
域
や
民
間
企
業
と
の
施
設
の
共
同
利
用
、
借
用
】
２
５
大
学
等

•
地
方
自
治
体
等
の
保
有
す
る
公
共
施
設
の
う
ち
、
本
学
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
共
同
で
利
用
・
活
用
し
、
施
設
の
効

率
利
用
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
や
維
持
費
の
軽
減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
繋
が
る
。

•
学
内
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
世
界
水
準
の
研
究
を
推
進
す
る
施
設
を
共
同
で
確
保
す
る
。

•
留
学
生
増
加
等
の
た
め
の
居
住
に
か
か
る
官
民
施
設
の
連
携
推
進
（
民
間
企
業
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
寮
を
借
用
）
。

３
．
（
２
）
多
く
の
施
設
を
長
期
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
維
持
管
理
費
や
光
熱
費
が
必
要
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
（
自
由
記
述
）

【
回
答
の
例
】

【
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
確
保
】
１
３
大
学
等

•
平
成
２
５
年
度
か
ら
施
設
の
維
持
管
理
を
将
来
に
わ
た
っ
て
計
画
的
か
つ
持
続
的
に
大
学
の
責
任
で
実
行
す
る
た
め
各
部
局
が
保
有
面
積
1
㎡

あ
た
り
年
間
5
0
0
円
を
拠
出
し
、
全
体
で
約
5
億
円
の
予
算
を
大
学
本
部
が
確
保
し
て
い
る
。

【
改
修
時
に
省
エ
ネ
に
配
慮
、
機
器
を
省
エ
ネ
機
器
に
更
新
】
３
３
大
学
等

•
空
調
負
荷
軽
減
の
方
策
、
高
効
率
照
明
器
具
へ
の
更
新
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
計
画
的
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
新
築
や
改
修
の
際

に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
設
計
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
建
物
の
集
約
化
、
減
築
】
１
０
大
学
等

•
既
存
施
設
の
省
エ
ネ
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
図
る
と
と
も
に
、
機
能
改
善
が
望
め
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
減
築
又
は
取
り
壊
し
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

で
、
維
持
管
理
費
を
抑
制
す
る
。

【
維
持
管
理
役
務
の
契
約
一
元
化
、
複
数
年
契
約
】
６
機
関

•
清
掃
業
務
・
警
備
業
務
は
こ
れ
ま
で
団
地
毎
で
契
約
し
て
い
た
も
の
を
、
今
年
度
か
ら
大
学
全
体
で
一
括
契
約
し
、
維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
っ

て
い
る
。

•
維
持
管
理
費
や
光
熱
費
に
つ
い
て
は
、
関
西
３
教
育
大
学
に
よ
る
一
元
化
（
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
、
複
数
年
契
約
）
な
ど
、
更
な
る
効
率
化
を
図
る
。

【
予
防
保
全
】
１
９
大
学
等

•
施
設
を
長
期
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
、
本
学
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
1
4
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
予
防
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
維
持
管
理
費
等
の
国
費
の
増
額
】
１
７
大
学
等

•
故
障
・
事
故
等
に
よ
る
大
学
運
営
に
支
障
を
来
し
か
ね
な
い
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
運
営
費
交
付
金
等
の
予
算
の
増
額
を
望
む
。

•
電
力
料
金
の
値
上
げ
が
教
育
研
究
を
圧
迫
し
て
い
る
。
節
電
の
取
り
組
み
も
限
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
節
電
対
策
の
施
設
整
備
予
算
を
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

今
後
、
中
長
期
的
に
強
化
し
て
い
き
た
い
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
つ
い
て
、
「
ス
ペ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
共
有
ス
ペ
ー
ス
関
係
）
」
と
い
う
回

答
が
約
８
割
（
７
４
／
９
１
大
学
等
）
あ
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
学
改
革
や
組
織
再
編
等
に
よ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
再
配
分
や
全
学
共
用
的
な
ス

ペ
ー
ス
の
戦
略
的
確
保
、
配
分
に
つ
い
て
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．
（
３
）
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
と
内
容
に
つ
い
て
（
自
由
記
述
）
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グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 す る た め の 施 設

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 活 性 化 さ せ る 施 設

地 域 再 生 の 取 組 等 を 活 性 化 さ せ る 施 設

学 生 の 主 体 的 な 学 び の 活 性 化 に 向 け た

多 様 な 学 習 支 援 環 境

大 学 の 個 性 ・ 特 色 を 重 点 化 す る た め の 施

設

医 療 政 策 （ 機 能 分 化 等 ） に 対 応 し た 、 効

果 的 な 病 院 施 設

世 界 水 準 の 教 育 研 究 拠 点 の 整 備 、 キ ャ ン

パ ス の 国 際 的 競 争 力

歴 史 を 継 承 す る た め の 施 設

老 朽 化 対 策 （ 長 寿 命 化 、 安 全 性 確 保 、 機

能 回 復 等 ）

狭 隘 化 の 解 消

防 災 機 能 の 強 化

地 球 温 暖 化 対 策 へ の 一 層 の 貢 献 、 次 世 代

の 社 会 の モ デ ル と し て の 活 用

教 育 研 究 機 能 の 活 性 化 ・ 集 約 化 等 に 資 す

る 改 築

障 害 の あ る 学 生 、 地 域 住 民 、 女 性 研 究 者

等 の 多 様 な 利 用 者 へ の 配 慮

パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス ・ キ ャ ン パ ス 整 備 の 充

実

福 利 厚 生 施 設 等 の 充 実

４
．
次
期
施
設
整
備
５
か
年
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
観
点
に
つ
い
て
（
自
由
記
述
）

（
グ
ラ
フ
中
の
数
字
は
大
学
等
数
を
示
す
。
）

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
最
も
多
く
回
答
が
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
の

回
答
も
多
く
見
ら
れ
た
。

グ ロ ー バ ル 人 材 育 成 等 を 活 性 化 さ せ る

施 設
イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 活 性 化 さ せ る 施 設

地 域 再 生 の 取 組 等 を 活 性 化 さ せ る 施 設

学 生 の 主 体 的 な 学 び の 活 性 化 に 向 け た

多 様 な 学 修 支 援 環 境

大 学 の 強 み ・ 特 色 を 重 点 化 す る た め の

施 設
世 界 水 準 の 教 育 研 究 拠 点 の 整 備 、 キ ャ

ン パ ス の 国 際 的 競 争 力 の 強 化

医 療 政 策 （ 機 能 分 化 等 ） に 対 応 し た 、 効

果 的 な 病 院 施 設

歴 史 を 継 承 す る た め の 施 設

老 朽 化 対 策 の 推 進 （ 長 寿 命 化 、 安 全 性

確 保 、 陳 腐 化 し た 施 設 機 能 の 改 善 等 ）

狭 隘 化 の 解 消

防 災 機 能 の 強 化

地 球 温 暖 化 対 策 へ の 一 層 の 貢 献

教 育 研 究 機 能 の 活 性 化 ・ 集 約 化 等 に 資

す る 改 築

障 害 の あ る 学 生 、 地 域 住 民 、 女 性 研 究

者 等 の 多 様 な 利 用 者 へ の 配 慮

パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス ・ キ ャ ン パ ス 整 備 の

充 実
学 生 支 援 の た め の 福 利 厚 生 施 設 等 の

充 実

【
回
答
の
例
】

•
国
際
的
な
発
展
の
た
め
に
、
外
国
人
研
究
者
の
受
入
れ
に
必
要
と
な
る
世
界
水
準
の
教
育
研
究
活
動
拠
点
の
整
備
。

•
留
学
生
宿
舎
の
絶
対
量
が
少
な
く
、
ま
た
、
昨
今
の
ア
ジ
ア
諸
国
大
学
と
比
べ
て
も
質
的
量
的
に
も
十
分
と
は
い
え
な
い
た
め
、
留
学
生

宿
舎
を
含
め
た
交
流
施
設
整
備
の
推
進
が
必
要
。

•
多
種
多
様
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
若
手
研
究
者
の
自
由
闊
達
な
研
究
を
推
進
し
て
い
る
研
究
推
進
大
学
を
更
に
飛
躍
さ
せ
る
た
め
に

は
、
レ
ン
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
棟
（
仮
称
）
等
が
必
要
で
あ
る
。

•
学
生
宿
舎
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
開
発
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
活
用
す
る
な
ど
、
学
生
宿
舎
の
教
育
的
活
用
の
視
点
を

盛
り
込
み
、
一
定
条
件
を
満
た
す
事
業
に
は
、
国
の
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
。

•
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
に
は
、
単
な
る
研
究
・
実
験
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
異
分
野
交
流
の
出
来
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
女
性
研
究
者
の
支
援
の
た
め
の
場
を
充
実
さ
せ
る
事
も
必
要
。

•
地
域
産
業
の
育
成
と
活
性
化
や
地
域
企
業
と
の
共
同
研
究
を
行
う
た
め
、
既
存
の
研
究
棟
の
改
修
及
び
不
足
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
。

•
国
の
施
策
に
合
っ
た
施
設
整
備
計
画
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
学
生
の
目
線
に
立
っ
た
施
設
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

•
タ
フ
な
学
生
を
育
て
輩
出
し
て
い
く
た
め
、
学
生
の
教
育
の
場
、
学
修
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
等
、
総
合
的
に
学
生
を
鍛
え
て
い
く

た
め
の
場
所
を
大
学
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
多
く
の
大
学
で
学
生
の
自
主
的
な
学
修
の
場
や
居
場
所
が
な
い
こ
と
や
学
生
の
勉
強
時
間
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
館
を

中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
全
体
が
自
主
的
な
学
修
を
促
す
場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
整
備
を
推
進
す
る
と
い
う
観
点
が
必
要
で
あ

る
。

•
大
学
の
有
す
る
強
み
や
特
色
、
社
会
的
役
割
を
踏
ま
え
た
大
学
の
機
能
の
強
化
に
向
け
る
た
め
の
役
割
を
期
待
す
る
。

•
美
し
く
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
学
が
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。

•
大
学
は
世
界
的
な
競
争
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。
海
外
の
大
学
に
比
べ
て
遜
色
な
い
施
設
整
備
計
画
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

•
医
療
政
策
（
機
能
分
化
等
）
に
対
応
し
た
、
高
度
先
進
医
療
を
推
進
で
き
る
病
院
施
設
の
整
備
。

•
外
部
資
金
を
活
用
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
継
承
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
景
観
・
調
和
を
配
慮
し
た
施
設
整
備
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•
積
載
荷
重
や
天
井
高
の
制
限
等
、
建
物
形
状
に
よ
る
制
約
を
受
け
、
本
来
行
い
た
い
教
育
研
究
活
動
に
対
応
で
き
な
い
建
物
に
つ
い

て
、
改
築
等
の
整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

•
キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
効
活
用
や
機
能
の
集
約
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
建
物
の
集
約
や
高
層
化
を
図
り
、
改
築
整
備
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
方
が
よ
い
。

•
耐
震
性
の
低
い
建
物
に
つ
い
て
は
耐
震
改
修
に
併
せ
機
能
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
耐
震
性
が
あ
る
老
朽
建
物
に
つ
い

て
は
未
改
修
の
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
は
老
朽
化
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

•
維
持
管
理
費
を
軽
減
す
る
た
め
、
大
規
模
改
修
に
よ
る
老
朽
改
善
を
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

•
建
築
物
の
法
定
耐
用
年
数
に
比
べ
、
建
築
設
備
の
法
定
耐
用
年
数
は
短
く
老
朽
化
も
早
い
。
建
築
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
は
研
究
教
育
活

動
に
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
、
耐
用
年
数
に
沿
っ
た
計
画
的
な
整
備
を
要
望
す
る
。

•
機
器
単
体
の
老
朽
化
対
応
で
維
持
管
理
費
が
膨
大
と
な
り
予
算
措
置
を
お
願
い
し
た
い
。

•
避
難
所
と
し
て
災
害
対
策
機
能
強
化
に
伴
う
予
算
措
置
。

•
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
技
術
の
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
最
大
効
果
を
発
揮
す
る
省
エ
ネ
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

•
多
様
な
利
用
者
に
向
け
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
。

•
国
際
交
流
と
知
的
交
流
を
促
す
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
整
備
の
他
、
歴
史
と
緑
を
活
か
し
た
思
索
の
場
と
し
て
の
景
観
の
創
出
や
環
境
共

生
を
先
導
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
。

•
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
教
員
・
学
生
の
健
康
的
な
施
設
で
あ
る
福
利
厚
生
施
設
、
学
生
支
援
施
設

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
特
化
し
た
整
備
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

•
国
立
大
学
改
革
が
加
速
化
す
る
中
、
国
立
大
学
施
設
全
体
を
空
間
的
、
時
間
的
に
俯
瞰
し
な
が
ら
施
設
整
備
を
含
め
た
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
５
０
年
後
の
国
立
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
越
し
た
上
で
の
次
期
５
カ
年
計
画
と

な
る
よ
う
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

＜
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
の
回
答
の
例
＞

•
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
経
年
4
0
～
50
年
経
過
し
て
お
り
、
改
築
時
期
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
改
築
等
の
対
応
。

•
高
専
は
国
際
交
流
会
館
の
要
整
備
面
積
が
な
く
、
留
学
生
の
受
入
等
は
寄
宿
舎
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、
寄
宿
舎
の
改
善
整
備
に
つ

い
て
は
、
予
算
措
置
や
基
準
面
積
等
を
配
慮
し
て
欲
し
い
。
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
学
生
支
援
の
充
実
）
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第２期教育振興基本計画（平成２５年６月14日 閣議決定）－抜粋－ 

１．社会を生き抜く力の養成 

【成果指標】 

・各大学における学修時間の把握状況の改善、十分な質を伴った学修時間の実質的な増加・確保（欧米並みの水準） 
・学修支援環境の改善 

２．未来への飛躍を実現する人材の養成 

【成果指標】 

・世界で戦える「リサーチ・ユニバーシティ」を１０年後に倍増 
・大学の国際的な評価の向上（研究面や教育面，国際面等で国際的に高い評価を受ける大学の増加） 

【成果指標】 

・日本の生徒・学生等の海外留学者数、外国人留学生数の増加（２０２０年を目途に日本人の海外留学生数を倍増など） 
・大学における外国人教員等（国外での学位取得、通算１年以上国外で教育研究に従事した日本人教育を含む）の全教  
 員に占める比率の増加 

３．学びのセーフティネットの構築 

４．絆づくりと活力あるコミュニティの形成 

【成果指標】 

・地域の企業等（同一県内企業又は地方公共団体）との共同研究数の増加 

・地域課題解決のための教育プログラム（短期プログラム、履修証明等）の増加 

（Ⅱ 四つの基本的方向性を支える環境整備） 
   

 ・国立大学等の施設について、優れた教育研究成果を生み出す拠点の形成、次代を担う優れた人材を育成する環境整備， 
   国立大学附属病院の再生など、大学等の機能強化につながる施設整備を図る。また，施設マネジメントや多様な財源を活 
     用した施設整備を一層進める。 

  （参考）関連する政府の計画等（1） 
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国立大学改革プラン（平成25年11月）－抜粋－ 

  （参考）関連する政府の計画等（2） 
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第３章 科学技術イノベーションに適した環境創出 
（研究力・人材力の強化に向けた大学・研究開発法人の機能の強化） 
 ・大学及び研究開発法人において、国際化に向けた取組（国際研究者公募の実施、英語の公用化、事務支援部門の強等）を先導し優 
  れた成果を上げ国際的な評価を行っている世界トップレベル研究拠点プログラム（ＷＰＩ）や世界の学術研究を先導している大型プロ 
  ジェクト等を踏まえ、海外で活躍する日本人を含む世界トップレベルの研究者を呼び込む魅力あふれる研究環境を整備 
 ・世界最高水準の研究開発インフラの開発・整備を促進 

 

○大学改革/グローバル化等に対応する人材力の強化 
 

 《KPI》「今後10年間で世界大学ランキングトップ100に10校以上入る」 
 《KPI》「2020年までに外国人留学生を倍増（「留学生30万人計画」の実現）」 
 

 ①大学改革の着実な実施と更なる改革の実現に向けた取組 
   「国立大学改革プラン」に掲げられた目標達成に向けた取組を着実に進めつつ、本年中に、第３期中期目標期間（2016 
  年度～）における運営費交付金や評価の在り方の抜本的な見直しに向けた検討を開始し、2015年年央までに一定の結論を 
  得る。その際、産業界及び地域等のニーズを踏まえつつ、世界最高水準の教育研究の展開拠点、全国的な教育研究拠点、 
  地域活性化の中核的拠点等の機能強化に向け、新たな指標に基づき重点的・戦略的配分を行うルールを具体化する。 
 

 ②グローバル化等に対応する人材力の育成強化 
   留学生30万人計画の実現に向け、日本留学の魅力を高め、優秀な外国人留学生を確保するため、国内外の学生が交流 
  する宿舎・交流スペース等の整備の支援を行うとともに、国内外の学生が交流する機会等の創出、海外拠点や就職支援に 
  係るプラットフォームの構築、日本語教育の推進等の受入れ環境の支援を強化する。 
 

○科学技術イノベーションの推進/世界最高の知財立国 
 

 《KPI》「イノベーション（技術力）世界ランキングを５年以内に世界第１位に」：2012～2013年：第５位 
 

 ⅰ）イノベーションを生み出す環境整備 
   「国立大学改革プラン」を進める中で、大学の強みを踏まえ、当該分野やそれらを組み合わせた新領域を対象として、卓越 
  した大学院を形成する。 

科学技術イノベーション総合戦略２０１４（平成２６年６月２４日 閣議決定）－抜粋－ 

   （参考）関連する政府の計画等（3） 

「日本再興戦略」改訂2014（平成２6年６月２４日 閣議決定）－抜粋－ 
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 国土強靱化基本計画（平成２６年６月３日 閣議決定）－抜粋－ 

インフラ長寿命化基本計画（平成２５年１１月２９日 ｲﾝﾌﾗ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）－抜粋－ 

 ○総合的・一体的なインフラマネジメントの実現 
 

  変化のスピードが速く、複雑化した社会経済システムの下では、既存のインフラを安全に安心して利用し続けられるように  
 するための取組はもとより、時代とともに変化する社会の要請に的確に対応していくことが必要である。 
 

  一方、厳しい財政状況下において人口減少や少子高齢化が進展する将来を見据えると、維持すべきインフラの機能の適正 
 化を図るとともに、官民が連携してそれらを賢く使うなど、戦略的に維持管理・更新等を行うことが重要である。 
  アイデアやビジョンにとどまることなく、必要な人材の確保・育成も含め、総合的かつ一体的にインフラをマネジメントすること   
 により、トータルコストの縮減や予算の平準化を図り、持続可能で活力ある未来を実現する。 
 
   〔目標〕  ・行動計画で対象とした全ての施設について個別施設毎の長寿命化計画を策定（2020年頃） 
                  ・適切な点検・修繕等により行動計画で対象とした全ての施設の健全性を確保（2020年頃） 

  （参考）関連する政府の計画等（4） 

  本計画は、国土の健康診断にあたる脆弱性評価を踏まえて、強靱な国づくりのためのいわば処方箋を示したものである。また、国土強靱化に関
する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、本計画以外の国土強靱化に関する国の計画等の指針となるべきものとして策定するものであ
る。 
 このため、今後、政府の地震調査研究推進本部地震調査委員会の長期評価において30年以内の発生確率を70％程度としている南海トラフ地震
や首都直下地震等によって国家的危機が実際に発生した際に我が国が十分な強靱性を発揮できるよう、本計画を基本として関係する国の計画等
の必要な見直しを進めることにより国土強靱化に関する施策を策定・推進し、政府一丸となって強靱な国づくりを計画的に進めていくこととする。 

  
 （個別施策分野の推進方針） 
 
 密集市街地の延焼防止等の大規模火災対策や住宅・建築物・学校等の耐震化の目標が着実に達成されるよう、公園・街路等の活用による避難
地・避難路の整備、老朽化マンション等の建替え、建築物の耐震改修を進めるとともに、中古住宅の建物評価改善等によるリフォームや耐震性に
優れた木造建築物の建設等を促進する。このため、地方公共団体等への支援策や税制の活用、規制的手法の活用、CLT（直交集成板）を含む新
工法や伝統的構法等の研究開発・基準の策定・普及、合同訓練などにより、ハード対策とソフト対策を適切に組み合わせて実施する。また、国民向
けのわかりやすい広報、啓発を積極的に展開することにより、住宅、建築物の建替えや改修を誘発する効果的な取組を推進する 
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4. 国立大学等の機能強化への対応 

43



オープンラボ 

パブリック交流スペース 全学共用の研究スペース 

ラーニングコモンズ 

イノベーションを導く異分野融合を促進する施設。 
この10年間の世界の先進的な研究施設の潮流。 
（スタンフォード大学 Bio-X） 

いつでも研究者が集まり専門分野を超え活発に議論。
約100名の外国人研究者が在籍・滞在。 
（東京大学 カブリ数物連携宇宙研究機構研究棟） 

学長の裁量で運用する競争的スペース。将来の研究実
験内容の変化に対応できるフレキシビリティを確保。 
（東京工業大学 緑が丘6号館） 

 

研究者の異分野交流によりイノベーショ
ンを推進する施設の３つのポイント 
(山中伸弥 京都大学iPS細胞研究所長談) 
 

 ・オープンラボ 
 ・交流スペース 
 ・フレキシビリティー 

研究者の異分野交流を促進し、イノベー
ションを創出 

異分野の研究者が皆で一つの大きな研究
室を使い、イノベーションを創出 

（整備例） （整備例） 

（整備例） （整備例） 

従来型の老朽化した国立大学等施設 

閉鎖的な研究施設 
（研究者は個室で研究） 

大学の戦略上重要な研究プロジェクト等
に機動的に貸与するスペースを確保 

○ グローバル人材の育成やイノベーション創出のための、先端的な教育研究の拠点となる施設整備。 
○ 新たな教育研究等を実施し、活性化を引き起こすための、老朽施設のリノベーション。 

24h利用可能。優秀な留学生の受入れ、国際競争力強
化を意識し、新しい学修環境を創出。 
（香港科技大学 図書館） 

オープンな空間で様々な学生や学修資源
が見渡せ、学修意欲を促進 

 4-1.国立大学等の機能強化への対応例（1）  

老朽化した変電設備 
（停電・火災の危険性あり） 
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自学自修スペース 

能動的活動の授業のためのスペース 混住型国際寮 

外部パブリックスペース 

国立大学等の機能強化への対応（２） 

福利厚生施設や課外活動施設に囲まれ、コミュニケー
ション拠点となっている。 
（東京大学 駒場コミュニケーションプラザ） 

各個室の中心に共有のＬＤＫをつくり、日本人学生と
留学生の交流機会を創出。 
（金沢大学 学生留学生宿舎「先魁」） 

多様な利用者のコミュニケーション等を
促し、知的創造活動を活性化 

日本人学生と留学生の交流を促進し、グ
ローバル人材を育成 

（整備例） 

（整備例） 

従来型の老朽化した国立大学等の 
教育施設 

机・椅子が固定された講義室 
（授業形態は一方向型） 

従来型の図書館の閲覧スペース 

グループで利用できる学修スペースと個人学修スペー
スを設け、学生の自学自修を支援。 
（埼玉大学 エデュ・スポ） 

フレキシブルに使用できる空間において、グループ
ワークなどの学生が主体的に学び考える授業を展開。 
（京都大学 デザインイノベーション拠点） 

授業時間外における学生の学修時間を確
保・増加し、主体的な学修を促進 

グループ・ディスカッション、ディベー
ト等による能動的学修の促進 

（整備例） 

（整備例） 

 4-2.国立大学等の機能強化への対応例（2） 
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 4-3.教育研究の活性化を引き起こす老朽施設のリノベーションの例 
＜リノベーション＞ 
 教育研究の活性化を引き起こすため、施設計画・設計上の工夫
を行って、新たな施設機能の創出を図る創造的な改修。 

＜コンバージョン＞ 
 老朽施設について、大学の戦略上必要な新たな用途への転用の
ための改修。 

開放的なフロア構成とし、課題制作やグループ討議、プレゼンテー
ションなどフレキシブルに利用出来るスペースに再生。 

分割された製図室 

スタジオ 

【改修前】 【改修後】 

横浜国立大学 
建設学科建築学棟 

改修後 

改修前 

（整備例）リノベーション 九州工業大学 
先端教育コラボレーションプラザ 

改修後 

旧事務棟を、学生と留学生が英語で交流する 
ランゲッジ・ラウンジに再生 

グループ学習が行える総合教育棟 

施設と外部パブリックスペースについて、一部増築しながらリノベー
ションすることにより教養教育の拠点に再生。 

標本資料館を学生支援プラザに、中庭を 
キャンパスモールに再生 

情報教育の場と学生の自修スペースを 
兼ねた情報学習プラザ 

改修後 改修前 

改修後 

増築 

改修前 

コンバージョン 

（整備例）施設群のリノベーション 
     とコンバージョン 

一方向型授業の共通教育棟 

共通教育棟と標本資料館の中庭 

スタジオ 
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整備状況（参考） 

○国立大学における保育施設の設置状況（平成26年2月1日現在 文部科学省調べ） 

保育施設の設置している大学（Ａ） 全大学数（Ｂ） 設置割合（Ａ／Ｂ） 

50大学 86大学 58.1％ 

課題例 

○保育関係 
 ▹保育室の不足，学童保育室の環境改善 
 

○女性支援関係 
 ▹女子トイレ，更衣室，専用休憩室，授乳室の不足 
 

○活動拠点関係 
 ▹男女共同参画室（執務室・相談室，多目的室  
   等）の不足 

取組例 

○保育関係 
 ▹保育室，学童保育室の整備 
   厚生労働省や地方公共団体の事業者内保育施設に係る補助金を整備の

一部に活用，建物改修等に合わせて大学の自己財源により整備 

○女性支援関係 
 ▹女子トイレ，更衣室，専用休憩室， 
   授乳室の整備 
   建物改修等に合わせて大学の自己 
   財源も活用しつつ整備 

背景 

女性研究者の活躍の促進（第4期科学技術基本計画） 
 

女性研究者の一層の登用及び活躍促進に向けた環境整
備を行う。 
 

国は、女性研究者が出産，育児と研究を両立できるよう，研究サ
ポート体制の整備等を行う大学や公的研究機関を支援する。 

     女性が働きやすい環境を整え、 
     社会に活力を取り戻す（日本再興戦略） 
 

＜成長目標＞2020 年に女性の就業率を73％ 
 

今後２年間で約20万人分，保育需要ピークが見込まれる2017 
年度末までに約40万人分の保育の受け皿を新たに確保 

パウダーコーナー 

 4-4.女性研究者の就業を支える教育研究施設について（取組・課題例） 
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